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2009 年度の入管協会の統計によると、日本にお
けるペルー人の人口が初めて減少した。その主な
理由として、2008 年末頃の国際金融危機の発生に
より、ペルーへの帰国を決断し、日本を後にした
ペルー人が少なくないことが挙げられる。日本経
済はいまだ停滞しており、今年 3月の東北大震災
により前述の傾向はもっと顕著にみられることが予
測される。
しかし、ペル 人ーの子どもたちが日本から帰国す
る現象は以前から見られた。帰国を理由別にみる
と、予定通りの帰国、家族の健康上の問題による
帰国、日本での生活に慣れなかったための帰国、
日本の教育に子どもが適応できなかったための帰
国、などに分かれる。帰国の形としては、両親も
しくは片親が子どもを連れて帰国するか、あるいは
子どものみを帰国させる場合に分かれる。このほ
か、子どもを日本に残る親戚に預かってもらう家庭
もあったりする。
2008年、2009年に実施した調査では、それぞれ
ペルー人労働者の子どもたちの帰国後の教育・生
活状況を把握するとともに、心理学的なアプローチ
をすることにより教育・家庭環境への適応問題を
分析した。その調査の続きとして、帰国した生徒の
進学・就職状況の把握を目的とする聞き取り調査
を2011年3月にペル ・ーリマ市ヘス スーマリア区にあ
る、日秘文化協会　｢しゃべらんかい｣で実施した。
調査の対象者は 16 歳から29 歳までの14 名の
ペルー人の若者であり、聞き取り調査内容は 4つ
に分けて行った。第１は、本人の属性について（年
齢、出身地、性別、学年、学校名、日本の滞在年数、
ペルーの滞在年数、家庭環境等）、第２は、日本
での滞在について（日本語能力、日本での家庭生活、
日本での学校生活と学習等）、第３は、ペルーでの
滞在について（スペイン語能力、ペルーの家庭生活、
ペルーでの学校生活と学習等）、第４は、進学（進
学先、科目の選択、日本語能力の活かし方）と仕
事（職場の選択、進学と就職の関係、日本語能力
の活かし方、日本へデカセギする計画）に関する質
問を行った。
2008 年と2009 年の調査の対象者は日系学校に
集中していた。本調査の対象とした若者はリマ市
にある公私大学・短期大学で勉強していたり、浪
人として塾で勉強中であったり、あるいは仕事に就
いていたりする。リマ市ヘス スーマリア区にある日
秘文化協会では、毎月の第２土曜日に 2 時間程度、
日本にいた若者たちが日本語を忘れないようにミー
ティング「しゃべらんかい」を開いている（参加者
は 20 ～ 25 名程度）。参加者は日本帰りの若者だ
けではなく、留学中の日本人の学生もいる。この組
織は日系ペルー人コミュニティーのための様々な教
室（日本語、手細工、野球、サッカー、バレーボール、
武道）を開催している。日本語教室を見学したが、
日本から帰国した子供は少なかった。
まず、「しゃべらんかい」に参加している人から
対象者としての条件を満たす若者を選んだ。次に、
聞き取りした若者から他の若者を紹介してもらっ
た。さらに、日系学校（ラ・ビクトリア、ラ・ウニオ
ン、ヒデヨノグチ）を通じて卒業生と連絡を取るこ
とも出来て、聞き取り調査を行った。
データを整理している段階であるが、一つだけ述
べておきたいことがある。それは、対象者の中には、
自分の両親と同じように日本へデカセギとして来日
する予定である者は一人もおらず、殆ど皆、日本語
能力をペルーでの勉強や仕事に生かしたいと述べ
ていたことである。
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